
議会だより
にいかっぷ
HOKKAIDO NIIKAPPU TOWN

▷第４回（12月）定例会の日程� ����� ２Ｐ

▷補正予算の審議������������� ３Ｐ

▷一般質問／６議員が９件を問う� ���� ５Ｐ

▷条例改正の審議������������� 10Ｐ

▷第２回（10月）臨時会の審議������ 11Ｐ

▷トピックス��������������� 12Ｐ

▷こころ（町民の声）� ���������� 12Ｐ

　年頭にあたり、商工会が主催し町・農協・建
設協会が協賛し、多くの関係者が集う中、厳粛
かつ盛大に開催されました。新年を迎え、皆様
におかれましては健やかで実り多い一年であ
りますように。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

1月5日 新冠町新年交礼会の様子
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議会だより　２

査定率はほぼ100％ !!

　　復旧工事続 と々発注!!

区　分
28年11月末 前��年��同��期

数量（kg）� 金額（千円）� kg当単価 数量（kg）� 金額（千円）� kg当単価

秋 さ け 430,571 300,305 697円 694,243 353,139 509円

た こ 124,325 55,911 450円 100,650 48,889 486円

か れ い 26,211 15,598 595円 26,803 15,591 582円

こ ん ぶ 980 1,082 1,104円 9,479 10,924 1,152円

区　分
28年11月末 前��年��同��期

収量（kg）� 金額（千円）� kg当単価 収量（kg）� 金額（千円）� kg当単価

水 稲 574,200 119,873 209円 666,750 125,901 189円

ピーマン 1,811,673 664,288 367円 1,603,274 635,814 396円

アスパラ 38,219 48,097 1,258円 36,687 43,793 1,194円

メ　ロ　ン 16,888 9,689 574円� 16,996 8,881 522円

区　分
28年２月〜10月 前��年��同��期

乳量（t）� 金額（千円）� kg当単価 乳量（t）� 金額（千円）� kg当単価

生産乳量 8,013 716,179 89円 8,317 728,199 87円

区　　　分
28年２月〜11月 前　年　同　期

販売数 金額（千円）� 1頭当単価 販売数 金額（千円）� 1頭当単価

黒毛和牛（素牛）� 925頭 755,983 817千円 941頭 606,348 644千円

　〃���（肥育牛）� 142頭 182,211 1,283千円 120頭 138,397 1,153千円

交雑種（F1素牛）� 90頭 34,285 381千円 646頭 232,563 360千円

　〃��（F1肥育）� 10頭 5,104 510千円 14頭 9,145 653千円

区
分

28年11月末 前　年　同　期

出場数 販売数 金額（千円）� 1頭当単価 出場数 販売数 金額（千円）� 1頭当単価

サラ 395頭 247頭 1,397,736 5,659千円 405頭 247頭 1,109,840 4,493千円

 農水産物等の販売実績（本会議資料から抜粋）
☆水産関係

☆農業関係

☆酪農関係

☆肉用牛関係

☆軽種馬市場売却成績

　　　　　　　　　　　　 ・開会10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉議14:12

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告（閉会中の諸行事

 出席状況報告等）

４ 行政報告（町長・教育長）

５ 同意１件（監査委員の選任） ・・・同意

６ 報告１件（例月出納検査等の結果報告）

 ・・・受理

７ 認定７件（平成27年度各会計決算）

 ・・・認定

８ 議案６件（条例改正ほか） ・・・可決

９ 議案７件（一般会計ほか６会計の

 補正予算の提案説明）

　

＊ 行政報告に係る一般質問通告日

　　　　　　　　　　　　 ・開議10:00
　　　　　　　　　　　　 ・閉会14:32

１ 会議録署名議員の指名

２ 一般質問（６議員９件）

３ 議案７件（一般会計ほか６会計の

　　　　　　 補正予算審議） ・・・可決

４ 発委３件（意見書） ・・・可決

５ 発議１件（意見書） ・・・可決

６ 会議案２件（閉会中の継続調査ほか）

 ・・・可決

７ 議員辞職の件 ・・・許可

１日目（12月13日） 

２日目（12月16日） 

●12月定例会の全日程

休会（12月14〜15日）
　　　　　　　　　議案調査日

◆
台
風
９
号
に
よ
る
公
共
土
木
施
設
災
害

　

復
旧
事
業
の
査
定
結
果

◆
台
風
１０
号
に
よ
る
流
木
処
理

◆
高
江
地
区
排
水
樋
管
の
管
理

◆
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た
取
組
等

◆
平
成
２８
年
度
一
次
産
業
の
概
況
ほ
か

◇
教
育
委
員
の
活
動

◇
学
校
教
育
の
推
進

◇
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
教
育
・

　

保
育

◇
社
会
教
育
の
推
進

　
※
内
容
は
町
広
報
１２
・
１
月
合
併
号
を
ご

　

覧
下
さ
い
。 行  

政  

報  

告

小
竹
國
昭

町
　
　
長

教
育
行
政
報
告

杉
本
　
貢

教
　

育
　

長

平
成
28
年 

第
４
回 

定
例
会



３　議会だより

国の災害査定終了
通
行
止
め
の
明
和
前
川
林
線
の
復
旧
工
事
も
、

も
う
す
ぐ
発
注
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

【
内
容
】
既
定
予
算
に
１
億
６
９
１
８
万
８

千
円
を
追
加
し
６１
億
４
７
８
４
万
８
千
円
と

し
た
。（
財
源
は
主
に
災
害
復
旧
に
関
わ
る

国
庫
負
担
金
な
ど
で
す
。）

　

歳
出　

災
害
復
旧
費

▼
河
川
敷
地
土
地
購
入
費

�

補
正
金
額　

２
７
５
万
６
千
円

 

伹
野
議
員

　

工
事
に
伴
う
も
の
だ
が
場
所
含
め
概
要
を

伺
う
。

 

坂
東
建
設
水
道
課
長

　

元
神
部
川
等
４
河
川
で
あ
り
、
復
旧
に
あ

た
り
若
干
河
川
の
曲
線
を
変
え
る
た
め
に
購

入
す
る
も
の
。

▼
災
害
復
旧
に
関
し
て

　 

堤
議
員

①
現
状
は
住
民
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
ま

で
復
旧
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

  

一
　 

般
　 

会
　 

計

②
来
春
の
営
農
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
あ
る

か
。

③
報
道
で
道
内
の
一
級
・
二
級
河
川
７
０
０

箇
所
を
３
０
０
億
円
で
改
修
す
る
と
あ
っ
た

が
、
新
冠
川
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

④
町
内
の
道
路
横
断
管
の
調
査
を
進
め
て
い

た
と
思
う
が
結
果
は
。
ま
た
、改
修
に
あ
た
っ

て
の
優
先
順
位
は
。

⑤
全
体
で
１０
億
円
の
復
旧
工
事
と
の
こ
と
だ

が
、
町
内
・
町
外
業
者
の
発
注
割
合
は
。

⑥
迅
速
な
復
旧
の
た
め
に
は
、
技
術
職
員
の

採
用
が
必
要
と
９
月
に
述
べ
た
が
、
そ
の
後

の
状
況
は
。

⑦
超
過
勤
務
の
状
況
は
。

 

坂
東
建
設
水
道
課
長

①
町
道
の
通
行
止
め
が
ま
だ
４
カ
所
あ
る
た

め
、
以
前
の
生
活
に
戻
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

②
一
部
の
農
家
は
少
な
か
ら
ず
支
障
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

③
ま
だ
国
の
査
定
を
終
え
て
い
な
い
の
で
、

金
額
は
未
定
だ
が
新
冠
川
・
厚
別
川
も
含
ま

れ
て
い
る
。

④
一
部
の
町
道
を
除
き
４５
箇
所
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
緊
急
性
等
の
分
類
作
業
を
進
め
て

お
り
、
優
先
順
位
は
人
家
が
近
い
箇
所
と
考

え
て
い
る
。

⑤
９７
％
程
度
が
町
内
業
者
。

⑥
来
春
か
ら
土
木
技
術
職
員
を
１
名
増
員
す

る
。

⑦
最
も
多
い
職
員
は
月
に
１
０
０
時
間
を
超

え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

歳
出　

総
務
費

▼
生
活
路
線
バ
ス
維
持
費
補
助
金

�

補
正
金
額　

２
１
４
万
５
千
円

 

椎
名
議
員

　

増
額
の
要
因
を
伺
う
。

 

佐
藤
企
画
課
長

　

事
業
期
間
が
前
年
１０
月
１
日
か
ら
本
年
９

月
３０
日
の
中
で
精
算
し
た
た
め
。

　

歳
出　

民
生
費

▼
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

�

補
正
金
額　

△
５
０
４
万
円

 

椎
名
議
員

　

減
額
の
要
因
を
伺
う
。

 

佐
渡
町
民
生
活
課
長

　

当
初
予
定
し
て
い
た
対
象
者
数
が
実
績
で

大
き
く
下
回
っ
た
も
の
で
、
予
算
積
算
時
点

で
は
過
去
の
デ
ー
タ
し
か
参
考
に
で
き
な

か
っ
た
。

　

歳
出　

農
林
水
産
業
費

▼
就
農
施
設
等
整
備
費
補
助
金

�

補
正
金
額　

１
０
０
０
万
円

 

武
田
議
員

　

２
名
の
方
に
５
０
０
万
円
ず
つ
補
助
す
る

事
業
予
算
と
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

平
成
28
年
度

補
正
予
算
の
審
議

　
　
　  

平
成
28
年
12
月
16
日



議会だより　４

が
現
状
は
。

 
島
田
産
業
課
長

　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
限
度
額
５
０
０

万
円
と
し
て
い
る
が
、
不
足
が
あ
る
場
合
は

他
の
融
資
制
度
、
酪
農
の
方
に
は
道
の
補
助

事
業
も
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲
委
託
料

�

補
正
金
額　

３
３
８
万
４
千
円

 

椎
名
議
員

　

対
象
者
の
支
払
い
は
４
月
だ
が
、
な
ぜ
こ

の
時
期
の
補
正
な
の
か
。

 

島
田
産
業
課
長

　

国
の
制
度
が
前
年
度
か
ら
変
わ
っ
た
た
め
、

町
は
国
の
交
付
決
定
次
第
、
速
や
か
に
支
給

し
た
く
係
る
予
算
を
こ
の
時
期
に
確
保
し
た

い
。

▼
青
年
就
農
給
付
金

�

補
正
金
額　

４５
万
４
千
円

 

椎
名
議
員

　

支
給
要
件
を
伺
う
。

 

島
田
産
業
課
長

　

新
規
就
農
者
が
経
営
開
始
か
ら
５
年
間
、

国
の
制
度
で
限
度
額
年
１
５
０
万
円
の
補
助

が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
２
年
目
以
降
は
所

得
に
よ
り
額
が
変
動
す
る
。

　

歳
出　

教
育
費

▼
要
保
護
準
要
保
護
世
帯
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

�

学
用
品
費
の
支
給

 

秋
山
議
員

　

対
象
者
へ
支
給
を
入
学
前
に
す
る
こ
と
だ

が
い
つ
頃
行
わ
れ
る
か
。

 

工
藤
管
理
課
長

　

１
月
末
に
就
学
通
知
を
し
た
際
、
申
請
を

受
け
付
け
認
定
し
３
月
中
旬
に
支
給
し
た
い
。

 
秋
山
議
員

　

認
定
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

 

工
藤
管
理
課
長

　

生
活
保
護
世
帯
及
び
生
活
保
護
世
帯
収
入

の
１
・
３
倍
以
下
の
審
査
を
行
い
認
定
す
る
。

※
補
正
予
算
は
一
般
会
計
以
外
に
も
６
会
計

が
提
案
さ
れ
全
て
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
１３
日
招
集
の
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
、
町
長
か
ら
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
提
出
さ
れ
た
７
会
計
の
決
算
認
定
は
、

議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成

す
る
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
閉
会
中
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
定
例
会
の
初
日
に
一
般
会
計
等
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
竹
中
進
一

議
員
）
か
ら
審
査
意
見
を
付
け
て
「
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。」
と
報
告
が
あ
り
、

本
会
議
で
は
診
療
所
会
計
の
み
一
議
員
か
ら

反
対
は
あ
っ
た
も
の
の
、
挙
手
多
数
に
よ
り

認
定
さ
れ
、
全
会
計
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

《
反
対
討
論
》

 

武
藤
議
員

　

無
床
化
に
伴
う
医
療
連
携
負
担
金
を
新
ひ

だ
か
町
へ
支
出
し
て
い
る
が
、
医
療
連
携
と

は
地
域
の
各
医
療
機
関
が
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
互
い
に
協
力
し
て
支
え
て
い
く
こ

と
な
の
で
、
負
担
金
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

《
賛
成
討
論
》

 

伹
野
議
員

　

す
で
に
町
監
査
委
員
に
よ
り
適
正
に
監
査

さ
れ
、
平
成
２８
年
度
に
引
き
継
が
れ
事
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
反
対
す
る
理
由
は
何
も

な
い
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

◇
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会

【
審
査
期
間
】
平
成
２８
年
１１
月
１４
日
〜
１６
日

・
２２
日

【
審
査
会
計
】
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

【
内
容
】
鳴
海
副
議
長
か
ら
１２
月
末
を
も
っ

て
辞
職
し
た
い
旨
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

議
会
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

　

鳴
海
副
議
長
は
平
成
２３
年
５
月
議
会
議
員

に
就
任
し
、
２７
年
５
月
か
ら
副
議
長
に
就
か

れ
、
通
算
で
５
年
８
ケ
月
間
、
議
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
、
誠
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

入学用品と言えば、やはりかわいいランドセルですよね。

区　　　　分 歳　入 歳　出 翌年度繰越 実質収支額

一　般　会　計 5,952,567 5,830,143 0 122,424

特
　
別
　
会
　
計

簡易水道事業 440,035 431,342 0 8,693

下水道事業 200,246 196,883 0 3,363

国民健康保険 1,076,622 1,039,446 0 37,176

後期高齢者 67,357 66,960 0 397

介護サービス 316,009 310,045 0 5,964

国保診療所 401,318 389,669 0 11,649

合　　　　計 8,454,154 8,264,488 0 189,666

平成27年度　実質収支に関する調書 (千円)

決　

算　

認　

定

議
員
辞
職
の
件



５　議会だより

 

堤
議
員

　

課
題
で
あ
っ
た
公
債
費
（
借
金
）
比
率
適

正
化
１０
カ
年
計
画
を
確
実
に
実
行
し
、
各
種

財
政
指
数
等
を
大
き
く
改
善
し
財
政
調
整
基

金
（
貯
金
）
等
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
、
直
近

５
カ
年
間
の
人
口
減
少
率
を
３
％
と
し
、
全

道
の
最
上
位
レ
ベ
ル
と
し
た
こ
と
は
定
住
移

住
・
子
育
て
・
企
業
誘
致
等
の
各
種
支
援
策

が
複
合
的
に
成
功
し
た
結
果
で
あ
り
、
町
の

大
き
な
活
力
と
な
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
整
備
の
大
き
な
遅
れ
や
、
税
の
収
納
率

が
全
道
の
最
低
レ
ベ
ル
の
ま
ま
で
あ
り
、
納

税
者
意
識
の
欠
如
は
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様

で
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
、
費
用

対
効
果
等
様
々
な
視
点
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
繰

り
返
し
で
あ
る
。
４
年
の
節
目
を
迎
え
公
約

の
達
成
状
況
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
、
今
後

の
課
題
を
伺
う
。　
　

※
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
と
は
・

老
朽
化
し
た
非
効
率
な
施
設
や
行
政
機
構
を

廃
棄
・
廃
止
し
て
新
し
い
施
設
・
機
構
に
お

き
か
え
て
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
・
・
プ
ラ
ン
（
計
画
）、

ド
ウ
（
実
行
）、
チ
ェ
ッ
ク
（
評
価
）、
ア
ク

ト
（
改
善
）
の
４
段
階
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
業
務
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。

 

小
竹
町
長

　

小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
町
政
運
営
の
努
力
を
し
て

来
た
。

　

第
一
に
「
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
充
実
」

と
し
て
、
認
知
症
の
対
策
チ
ー
ム
等
を
組
織

し
予
防
や
早
期
治
療
等
へ
の
対
応
、
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
等
を
行
っ
た
。

　

第
二
に
「
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
の
実
現
」
で
は
、
避
難
所
を
兼
ね
た
大
狩

部
生
活
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
東
町
氷
川
神
社

裏
に
避
難
路
の
整
備
、
消
防
団
員
招
集
用
緊

急
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
。

　

第
三
に
「
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

財
政
を
大
き
く
改
善
し
、
町
債
残
高
は
就
任

当
初
１
人
あ
た
り
１
６
７
万
円
が
２７
年
に
は

１
１
９
万
円
と
大
き
く
減
少
。
基
金
残
高
も

約
１１
億
円
か
ら
約
２４
億
円
と
健
全
化
し
、
定

住
移
住
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
省
エ
ネ
等
各

種
施
策
も
利
用
者
が
多
く
、
経
済
効
果
や
住

環
境
の
改
善
に
大
き
く
貢
献
で
き
た
と
考
え

て
い
る
。

　

第
四
に
「
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

な
ど
の
施
策
に
よ
り
、
農
家
所
得
の
向
上
や

地
域
の
活
力
創
生
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
恵
寿
荘
・
診
療
所
等
の
整
備
が
予

定
さ
れ
る
が
、
適
切
な
財
政
計
画
と
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
基
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。

一　般　質　問

第４回定例会での一般質問は、６人の議員から９件ありました。
以下のとおり質問と答弁内容を要約してお知らせします。

町政のここが聞きたい

堤　俊昭議員

まちづくり

Ｑ 公約は実現できたか
　　　　　　　　 今後の課題は
Ａ 財政を大きく改善
　　貯金は11億円から24億円に
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伹
野
議
員

　

全
国
町
村
会
は
、
自
然
災
害
で
避
難
指
示

や
勧
告
な
ど
を
発
令
し
た
際
に
、
か
か
る
費

用
を
補
償
す
る
団
体
保
険
を
平
成
２9
年
５
月

に
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
避
難
所
の

設
置
や
飲
食
料
、
毛
布
の
配
布
な
ど
の
費
用

を
軽
減
し
、
災
害
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

め
る
よ
う
補
償
す
る
日
本
初
の
保
険
で
あ

り
、
町
村
会
は
全
国
９
２
０
町
村
に
説
明
し

加
入
を
促
し
て
い
る
。
災
害
救
助
法
や
激
甚

災
害
法
が
適
用
さ
れ
ず
、
国
や
道
か
ら
財
政

的
な
補
助
が
な
い
台
風
や
豪
雨
な
ど
が
対
象

と
な
り
、
飲
食
料
品
・
生
活
必
需
品
・
学

用
品
・
簡
易
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
医
療
・
職
員

の
超
過
勤
務
手
当
な
ど
幅
広
く
補
償
さ
れ
る
。

保
険
料
は
各
自
治
体
の
人
口
を
基
に
計
算
さ

れ
、
人
口
約
１
万
人
の
町
が
、
年
間
限
度
額

２
千
万
円
の
プ
ラ
ン
に
加
入
す
る
と
、
保
険

料
は
年
97
万
円
に
な
る
。
２
点
伺
う
。

①
８
月
災
害
に
お
け
る
避
難
所
設
置
や
、
職

員
の
超
過
勤
務
手
当
等
に
要
し
た
費
用
は
。

②
災
害
時
に
備
え
加
入
す
べ
き
で
は
。

 

小
竹
町
長

　

住
民
の
安
全
を
預
か
る
町
村
長
が
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
必
要
な
避
難
勧
告
等
の
発
令

が
強
く
求
め
ら
れ
、
発
令
し
た
際
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
保
険
金
と
し
て
支
払
う
制
度

が
新
た
に
創
設
さ
れ
、
相
互
救
済
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

①
８
月
２３
日
は
食
糧
費
３
万
６
千
円
。
同
月

３１
日
は
食
糧
費
２
万
９
千
円
、
職
員
の
超
過

勤
務
手
当
は
４７
万
円
。

②
最
低
保
障
の
５
０
０
万
円
・
掛
金
５６
万
円

に
は
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
平
成
１５
年
災
害
の

経
験
も
あ
る
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

 

竹
中
議
員

　

当
町
に
お
け
る
健
康
診
査
事
業
は
、
国
の

目
標
受
診
率
5０
％
に
届
か
ず
数
々
の
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
が
、
受
診
率
が
向
上
し
て
来
な

い
。
健
康
維
持
の
た
め
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、

命
を
守
り
治
療
の
リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
で

国
保
会
計
に
も
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
思

い
伺
う
。

①
平
成
２7
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

診
は
希
望
者
全
員
が
受
診
で
き
る
体
制
か
。

②
胃
が
ん
検
診
を
内
視
鏡
に
よ
る
検
診
に
。

③
が
ん
の
中
で
最
も
発
見
さ
れ
難
い
す
い
臓

が
ん
に
も
立
ち
向
い
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
で
健
康
寿
命
の
長
い
町
を
め
ざ
し
て
は
ど

う
か
。

 

小
竹
町
長

①
検
診
機
関
の
受
け
入
れ
基
準
が
、
３
日
間

定
員
１
０
０
名
な
た
め
、
２７
年
度
は
受
診
で

き
な
い
方
も
い
た
が
、
本
年
度
は
全
員
受
診

で
き
た
。

②
国
は
２８
年
２
月
に
、
が
ん
の
予
防
重
点
健

康
教
育
及
び
検
診
実
施
の
指
針
の
一
部
改
正

を
行
い
、
２８
年
度
よ
り
内
視
鏡
検
査
が
加
わ

り
、
従
来
の
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
と
選
択
可

能
に
な
っ
た
。
対
象
年
齢
は
４０
歳
か
ら
５０
歳

に
、
受
診
間
隔
は
２
年
に
１
回
と
な
り
、
消

化
器
内
科
医
が
都
市
部
に
偏
在
し
て
い
る
問

題
点
な
ど
、
今
後
道
の
検
診
専
門
部
会
の
動

向
を
見
据
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
検
診
の
有
効
性
が
確
立
さ
れ
、
国
の
指
針

に
追
加
さ
れ
た
と
き
実
施
を
し
た
い
。

災害対策

Ｑ 災害対策費用保険に
　　　　　　　　加入を
Ａ 前向きに検討

健康推進

Ｑ 健康診査事業の受診率向上と
　　　　　　　　新たな取り組み
Ａ 検診専門部会の動向を見て
　　　　　　　　　　検討したい 竹中進一議員

伹野裕之議員



７　議会だより

《
再
質
問
》

 
竹
中
議
員

①
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
希
望
者
が
今
後
増
え
た
場
合
、

そ
の
年
度
内
に
全
員
受
診
で
き
る
体
制
に
は

な
ら
な
い
の
か
。

②
胃
が
ん
の
内
視
鏡
検
査
は
、
当
町
の
診
療

所
で
も
可
能
と
思
う
が
。
診
療
所
の
利
用
率

向
上
に
も
な
る
。
ま
た
、検
査
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
遠
方
の
専
門
的
な
病
院
で
受
診
で
き

る
助
成
体
制
を
取
れ
な
い
か
。

 

小
竹
町
長

①
検
診
機
関
は
限
ら
れ
た
期
間
に
希
望
す
る

市
町
村
を
回
っ
て
お
り
、
現
在
希
望
す
る
市

町
村
が
増
え
て
い
る
た
め
難
し
い
。

②
当
診
療
所
で
も
可
能
な
の
で
今
後
検
討
す

る
。
他
の
病
院
等
で
の
受
診
も
可
能
性
含
め

検
討
す
る
。

 

氏
家
議
員

　

当
町
で
は
、
応
援
し
て
も
ら
う
事
業
を
設

け
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
特
徴
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
充
て
、
そ
の
恩
恵
は
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
返
礼

品
は
町
の
特
産
品
等
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ま
ち
の
経
済
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
寄
附
金
の
増
額
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
伺
う
。

①
当
町
の
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
ど

の
程
度
か
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
し
て
ど

う
か
。

②
返
礼
品
の
選
定
に
基
準
は
設
け
て
い
る
の

か
。

③
増
額
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
呼
び
込
む
た
め
、
前
年
の
寄
附

者
に
お
礼
や
今
年
の
案
内
を
手
紙
・
メ
ー
ル

等
で
知
ら
せ
る
こ
と
も
有
効
と
思
う
が
、
実

施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

※
応
援
し
て
も
ら
う
事
業
と
は
・
・
新
冠
町

で
は
寄
附
金
を
レ
コ
ー
ド
文
化
の
保
存
活
用
、

世
界
で
活
躍
す
る
競
争
馬
づ
く
り
、
そ
し
て

ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
事
業
費
の
財
源
に
充

て
て
い
ま
す
。

 

小
竹
町
長

①
前
年
度
は
８
２
７
１
万
円
で
本
年
度
は
１２

月
９
日
現
在
２
６
０
０
万
円
。
前
年
同
時
期

が
６
７
１
５
万
円
の
た
め
３７
％
の
状
況
で
あ

る
。
主
な
原
因
は
、
熊
本
県
等
の
被
災
地
へ

の
寄
附
金
が
集
中
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
基
準
は
な
く
、
販
売
者
や
生
産
者
の
希
望

が
あ
れ
ば
、
取
り
扱
っ
て
お
り
品
数
も
増
や

し
た
い
。

MRI検診は大好評で28年は104名の受診がありました。

氏家良美議員

まちづくり

Ｑ ふるさと納税の現状は

Ａ 前年度対比37％の寄附額

③
開
始
当
初
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
受
付
だ
っ

た
が
、
効
率
の
悪
さ
か
ら
２６
年
１２
月
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
受
付
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
寄
附
が
増
額
し
た
。
リ
ピ
ー
タ

ー
確
保
の
策
と
し
て
、
年
賀
状
の
発
送
を
検

討
し
た
が
、
前
年
度
の
寄
附
者
は
７
６
２
５

人
お
り
、
事
務
を
外
部
に
委
託
す
る
に
は
個

人
情
報
の
問
題
、
職
員
が
行
う
に
は
事
務
量

が
膨
大
な
た
め
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

《
再
質
問
》

 

氏
家
議
員

　

現
在
の
返
礼
品
は
品
切
れ
も
あ
る
た
め
、

今
後
も
増
額
の
た
め
に
生
産
者
・
販
売
者
と

共
に
新
商
品
の
開
発
や
安
定
供
給
に
努
力
が

必
要
と
思
う
が
。

 

小
竹
町
長

　

魅
力
あ
る
商
品
が
で
き
る
よ
う
多
く
の
方

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
。

新冠町でも和牛を始めました。あまりの人気に現在
は品切れです。
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長
浜
議
員

　

近
年
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
、

そ
の
背
景
に
は
少
子
化
に
よ
る
担
い
手
の
減

少
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
ま
た
有
効
求
人

倍
率
の
改
善
に
伴
う
労
働
者
不
足
と
考
え
る
。

こ
の
先
も
進
む
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
外
国

 

武
藤
議
員

　

昨
年
の
３
月
議
会
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
及
び

人
へ
労
働
力
を
頼
る
流
れ
は
加
速
す
る
と
想

像
し
、
彼
ら
自
身
は
当
然
の
こ
と
、
彼
ら
の

家
庭
も
含
め
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

を
提
供
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。
移
住
定
住
に
よ
る
外
国
人
の
受

け
入
れ
体
制
を
考
え
る
と
、
税
金
・
医
療
・

教
育
・
生
活
環
境
な
ど
問
題
点
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
が
、
今
回
は
窓
口
の
多
言
語
対

応
に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
を
伺
う
。

①
当
町
の
外
国
人
居
住
者
の
推
移
は
。

②
窓
口
対
応
の
現
状
は
。

③
外
国
人
居
住
者
は
、
将
来
的
に
増
え
る
と

想
定
す
る
が
今
後
の
対
応
は
。

 
小
竹
町
長

①
２８
年
１１
月
末
で
１５
カ
国
９２
人
と
な
っ
て
い

る
。
５
年
間
で
３５
人
の
増
で
あ
り
、
研
修
と

し
て
の
居
住
や
不
足
す
る
労
働
者
の
採
用
と

い
う
各
事
業
所
の
経
営
努
力
と
国
際
交
流
の

表
れ
と
考
え
て
い
る
。

②
各
種
手
続
き
に
来
庁
す
る
方
は
、
就
労
先

関
係
者
等
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
単
身
来
庁

者
の
対
応
は
、
英
語
が
で
き
る
職
員
の
協
力

を
得
る
こ
と
で
支
障
は
な
い
。
ま
た
、
英
語

以
外
の
言
語
を
持
つ
方
は
英
語
を
介
し
た
や

り
と
り
や
、
対
応
す
べ
き
ケ
ー
ス
に
応
じ
た

文
例
集
を
多
言
語
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
作
成
し
、

提
示
し
て
い
る
。

③
す
べ
て
の
方
の
言
語
に
対
応
し
た
人
的
配

置
は
困
難
だ
が
、
円
滑
な
意
思
疎
通
を
図
れ

る
よ
う
に
、
多
言
語
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
活
用

で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
窓
口
に
配
置
し

対
応
し
て
い
く
。

行政サービス

Ｑ 外国人の
　　受け入れ体制は
Ａ 多言語対応に向け
　タブレット端末を配置

就学援助

Ｑ 就学援助
　　　　支給項目の拡大を
Ａ PTA会費は
　　　　　来年度から支給

長浜謙太郎議員

ク
ラ
ブ
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
を
伺
う
。
北
海
道

教
育
委
員
会
は
、
就
学
援
助
事
業
の
実
施
に

係
る
文
書
を
通
知
し
、
そ
の
中
で
ク
ラ
ブ
活

動
費
の
支
給
の
考
え
方
は
、
部
活
動
も
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
生
活

保
護
に
お
い
て
も
生
徒
会
費
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
は
、
従
前
か
ら
教
育
扶
助
の
対
象
と
述

べ
、
各
市
町
村
教
委
に
こ
れ
ら
も
支
給
項
目

と
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
の
通
知
文
書

に
沿
っ
て
、
当
町
で
も
来
年
度
か
ら
支
給
す

べ
き
と
考
る
が
。

 

杉
本
教
育
長

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は
次
年
度
か
ら
の
項
目
と
し

て
追
加
す
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
費
は
学
校
と
の

連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
備
品
購
入
費
や
遠

征
費
等
の
予
算
措
置
を
行
い
、
支
給
項
目
に

加
え
る
こ
と
は
次
年
度
以
降
再
検
討
す
る
。

武藤勝圀議員

冠中生は冬休みも熱心に部活動です。がんばれ！!
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武
藤
議
員

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
主
体
が

道
に
な
り
、
国
保
税
の
試
算
も
発
表
さ
れ
準

備
が
進
ん
で
い
る
。

①
都
道
府
県
化
に
よ
り
、
国
保
税
の
標
準
化

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
保
税
の
負
担

が
重
い
、
滞
納
が
多
い
な
ど
の
構
造
的
課
題

国保税

Ｑ 国保税の構造的課題は
　　　　　　　解決されるのか
Ａ 解決を期待する

は
解
決
さ
れ
る
の
か
。

②
国
保
会
計
の
収
支
改
善
は
、
医
療
費
の
支

出
を
抑
え
る
こ
と
が
大
事
で
、
予
防
と
早
期

発
見
が
カ
ギ
に
な
る
。
町
は
特
定
健
診
の
受

診
率
6０
％
を
目
指
し
て
い
る
が
、
受
診
率
向

上
の
た
め
に
料
金
を
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

 

小
竹
町
長

①
一
元
化
に
よ
り
、
国
保
の
財
政
運
営
は
安

定
化
し
、
市
町
村
毎
に
保
険
税
負
担
の
差
が

生
じ
な
く
な
る
。
さ
ら
に
国
の
財
政
支
援
や

軽
減
制
度
の
拡
充
等
に
よ
り
、
保
険
税
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
制
度
改
革
が
国
保
の
長
年
抱
え

て
来
た
構
造
的
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
る
。

②
当
町
の
受
診
料
は
４０
〜
６４
歳
は
１
千
円
、

６５
〜
７４
歳
は
６
５
０
円
で
あ
る
。
健
診
受
診

者
及
び
会
社
な
ど
の
勤
め
先
で
受
け
た
健
診

デ
ー
タ
の
提
出
者
に
対
し
、
町
指
定
ご
み
袋

１
千
円
相
当
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、
実
質

無
料
に
な
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

《
再
質
問
》

 

武
藤
議
員

　

国
の
財
政
支
援
も
不
透
明
な
部
分
が
あ
る

の
で
、
構
造
的
な
課
題
は
引
き
ず
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
、
国
に
財
政
支
援
を
守
る
よ

う
に
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
。

 

小
竹
町
長

　

財
政
支
援
が
減
額
さ
れ
る
報
道
が
あ
る
が
、

全
国
知
事
会
も
強
く
反
対
し
て
お
り
、
他
の

関
係
機
関
も
そ
の
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

武
藤
議
員

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
「
単
独
で
は
維
持
が
困
難

な
路
線
」
発
表
以
来
、
Ｊ
Ｒ
問
題
を
め
ぐ
る

動
き
は
潮
目
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
全
道
的

に
も
大
き
な
動
き
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

①
今
、
オ
ー
ル
北
海
道
で
の
取
り
組
み
の
発

ＪＲ問題

Ｑ 住民合意の運動の強化を

Ａ 各町や道とも協議し
　　　　　　　　慎重に対応

展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
町
長
に
は

日
高
町
村
会
長
と
し
て
、
全
道
の
取
り
組
み

が
強
ま
る
よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
。

②
こ
の
取
り
組
み
の
成
否
は
、
い
か
に
住
民

合
意
の
運
動
に
な
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
る
。
町
村
会
な
ど
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
な
ど
、
住
民
の
理
解
が
深
ま
る
取
り
組
み

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

 

小
竹
町
長

①
各
地
の
沿
線
自
治
体
協
議
会
等
で
出
さ
れ

る
問
題
や
課
題
等
を
、
北
海
道
町
村
会
が
中

心
に
集
約
し
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
で
、
役
員
会
等
で
意
見
を
述
べ
た
い
。

②
日
高
線
の
早
期
全
線
復
旧
を
求
め
る
署
名

活
動
を
、
管
内
各
町
が
一
体
と
な
り
取
組
ん

だ
が
、
現
時
点
で
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
責
任
あ

る
対
応
を
求
め
て
お
り
、
正
式
な
返
答
内
容

に
よ
り
、
沿
線
自
治
体
協
議
会
と
し
て
の
対

応
や
取
組
み
等
を
検
討
し
た
い
。

《
再
質
問
》

 

武
藤
議
員

「
バ
ス
転
換
の
提
案
は
断
固
拒
否
」、「
北
海

道
全
体
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
の
結
論
」、

「
国
に
よ
る
強
い
財
政
支
援
」
の
３
点
を
中

心
に
協
議
し
、
そ
の
方
向
が
出
な
い
う
ち
は

進
め
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

 

小
竹
町
長

　

日
高
線
は
２
年
も
止
ま
っ
て
お
り
、
利
用

者
の
こ
と
を
思
う
と
急
い
で
解
決
す
る
必
要

性
も
感
じ
、
非
常
に
難
し
い
問
題
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
管
内
各
町
や
道
と
も
協
議
を

し
た
上
で
、
慎
重
に
考
え
対
応
し
た
い
。
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武
藤
議
員

　

今
、
全
国
の
自
治
体
で
財
政
状
況
に
応
じ

て
全
額
、
半
額
、
一
部
と
様
々
な
補
助
を
行

う
自
治
体
が
増
え
、
北
海
道
で
も
１
市
８
町

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
給
食
費
に
対
す
る
助

成
は
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
・
子
ど
も

の
貧
困
対
策
・
定
住
移
住
対
策
な
ど
に
つ
な

が
る
の
で
、
当
町
で
も
財
政
状
況
に
応
じ
て

直
ち
に
来
年
度
か
ら
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

 

杉
本
教
育
長

　

給
食
費
の
無
料
化
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら

商
工
業
の
振
興
を
含
め
て
検
討
し
た
が
現
在

は
休
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町
教
委
と
し

学校給食

Ｑ 給食費の助成を

Ａ 無料化の検討を再開

て
自
校
方
式
に
よ
る
給
食
の
環
境
整
備
・
ふ

る
さ
と
給
食
の
推
進
や
充
実
・
す
べ
て
の
児

童
生
徒
が
義
務
教
育
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
検

討
を
再
開
す
る
。

学校給食はみんなと一緒が最高！!

町政はあなたのために。

日程等については､議会事務局まで
　　　　　　　　お問い合わせください。

次の定例会は､ ３月に開会の予定です。

手続きは、４階の傍聴者名簿に
住所・氏名を記入するだけです。

（電話47-2559(直通)）

あなたも一般質問を
　傍聴してみませんか。
あなたも一般質問を
　傍聴してみませんか。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正

【
内
容
】
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
き
、
国
の

関
係
法
律
が
改
正
さ
れ
町
も
条
例
改
正
す
る

も
の
で
、
月
例
給
と
特
別
給
の
引
き
上
げ
と

扶
養
手
当
の
改
定
を
行
う
も
の
。

�

（
挙
手
多
数
に
よ
り
可
決
）

 

秋
山
議
員

　

扶
養
手
当
に
関
す
る
詳
細
と
影
響
を
伺
う
。

 

中
村
総
務
課
長

　

平
成
３０
年
度
ま
で
の
段
階
的
な
改
正
で
あ

り
、
最
終
的
に
配
偶
者
分
は
１
万
３
千
円

が
６
５
０
０
円
に
下
が
り
、
子
ど
も
分
は

６
５
０
０
円
か
ら
１
万
円
に
上
る
。
試
算
で

は
全
体
で
約
１
万
１
５
０
０
円
が
減
額
と
な

る
。

《
反
対
討
論
》

 

武
藤
議
員

　

扶
養
手
当
を
削
る
こ
と
は
今
後
に
影
響
を

与
え
る
。
財
源
を
工
面
し
て
、
給
料
と
等
し

く
上
げ
る
べ
き
と
思
い
反
対
す
る
。

《
賛
成
討
論
》

 

武
田
議
員

　

様
々
な
議
論
は
あ
る
が
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
も
の
な
の
で
賛
成
す
る
。

※
こ
れ
以
外
に
５
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

全
員
挙
手
で
可
決
し
て
い
ま
す
。

―
町
民
の
声
を
国
政
等
に
―

　

意
見
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
通
り

可
決
さ
れ
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

1
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

　

加
入
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
会

�

委
員
長　

伹
野　

裕
之

―
一
部
抜
粋
―

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地
方
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が
格
段
に
重

く
な
っ
て
い
る
。
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加

や
地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か

ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入

の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

2
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書

�

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
会

�

委
員
長　

伹
野　

裕
之

―
一
部
抜
粋
―

　

北
海
道
で
は
昨
年
８
月
、
台
風
の
上
陸
な

ど
に
よ
り
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

住
民
の
く
ら
し
や
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響

が
生
じ
て
い
る
。
住
民
が
一
日
も
早
く
、
安

心
し
て
も
と
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
と
今
後

の
防
災
対
策
に
向
け
特
段
の
配
慮
を
強
く
要

望
す
る
。

   

意 

見 

書 

の 

提 

出

  

条  

例  

の  

改  

正

審
議
し
た
議
案
等
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・
光
回
線
未
普
及
地
域
の
整
備

・
岩
清
水
新
冠
ダ
ム
線
の
廃
止
に
向
け
た
協

　

議
・
Ｊ
Ｒ
日
高
線
大
狩
部
・
厚
賀
間
の
護
岸
復

　

旧
・
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
る
委
員
定
数

　

等
ほ
か

○
１２
月
５
日

・
レ
・
コ
ー
ド
館
開
館
２０
周
年
記
念
事
業
の

　

考
え
方

・
レ
・
コ
ー
ド
館
運
営
に
関
す
る
考
え
方

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
係
る
接
触
事
故

・
空
き
家
対
策
取
り
組
み
状
況

・
平
成
２８
年
台
風
１０
号
災
害
に
よ
る
流
木
処

　

理
結
果

・
平
成
２８
年
度
給
付
金
事
業
実
績
等

・
日
高
中
部
広
域
連
合
事
務
局
体
制

○
１２
月
１２
日
・
１6
日

・
第
４
回
定
例
会
の
運
営

○
１
月
１6
日
・
２4
日

・
議
会
だ
よ
り
第
２
０
７
号
の
編
集

○
１１
月
２２
日

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の

　

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

・
地
域
商
業
活
性
化
総
合
対
策
事
業

・（
仮
称
）
新
冠
町
起
業
家
サ
ポ
ー
ト
事
業

平
成
28
年
11
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
1
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動
状
況

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　�

監
査
委
員
の
選
任

�

（
全
員
挙
手
で
同
意
）

　
【
内
容
】
現
監
査
委
員
の
岬
長
敏
氏
は
平
成

２９
年
３
月
５
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え

る
が
、
後
任
に
引
き
続
き
岬
氏
の
選
任
を
求

め
ら
れ
、
議
会
は
同
意
し
た
。

※
岬
氏
は
平
成
２５
年
３
月
か
ら
就
任
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
間
、
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
に
つ

い
て
、
多
く
の
指
摘
等
を
し
て
お
り
、
今
後

も
町
の
効
率
的
な
行
政
執
行
の
実
現
の
た
め

に
も
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
持
つ
岬
氏
は

適
任
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。
任
期
は
４

年
で
す
。

3
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
を
求
め
る

　

意
見
書

�

提
出
者　

議
会
運
営
委
員
会

�

委
員
長　

伹
野　

裕
之

―
一
部
抜
粋
―

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
現
在
の
営
業
路
線
の
お

よ
そ
半
分
と
な
る
１０
路
線
１３
線
区
を
単
独
で

は
維
持
が
困
難
で
あ
る
と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ｒ

北
海
道
は
発
足
当
初
か
ら
、
国
の
経
営
安
定

化
基
金
に
よ
り
経
営
を
維
持
し
、
積
雪
寒
冷

地
と
い
う
気
象
条
件
も
か
さ
な
り
、
設
備
の

維
持
管
理
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立
で
き
る
よ
う
財

政
支
援
等
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

4
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
等
の
緊
急
的

　

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

氏
家　

良
美

―
一
部
抜
粋
―

　

急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
へ
の
対
策
や
少

子
化
対
策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
の
中
、
全
て
の
国
民
が
等
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し
、
安
心
な
社
会
保
障
と

強
い
地
域
経
済
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
地

方
自
治
体
が
安
定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
財
政
基
盤
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
、
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

歳
出　

災
害
復
旧
費

▼
コ
ン
ブ
干
場
災
害
復
旧
事
業
補
助
金

�

補
正
金
額　

36
万
８
千
円

 

武
田
議
員

　

今
回
は
施
設
に
対
す
る
助
成
で
あ
る
が
、

漁
具
に
対
す
る
助
成
は
。

 

島
田
産
業
課
長

　

漁
具
も
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
お

り
、
現
在
漁
協
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

岬監査委員、これからも引き続きお願いします。

人
　
　
　
　
　
事

平
成
28
年 

第
２
回 

臨
時
会

 

　
　
　
平
成
28
年
10
月
20
日

平
成
28
年
度

 

補
正
予
算
の
審
議
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topics 議会の話題

　　☆朝日小学校教諭　沼倉　学さん☆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　��（写真左端上）

　豊かな自然と、純朴な子ども達に囲まれて３年が
過ぎようとしています。学校に勤めて感じるのが、
新冠は人材の宝庫だということ。その道の卓越した
技能と熱い思いを持つ方を招いての学習では、子ど
も達だけでなく大人の私もたくさんのことを学ば
せてもらいました。様々な体験活動も魅力的で、ツ
リークライミングが身近にできる地域なんて、全国
にもそうはないと思います。
　そんな新冠の地域と子ども達のために、昨年春に
美宇子ども会の皆さんと「みかぐらプロジェクト」
を立ち上げ、比宇川流域環境保全会主催の田植え祭
りと収穫祭で子ども達の踊りを披露させてもらいま
した。今年はさらに多くの皆さんに、子ども達の力
強く華やかな舞を観てもらいたいです。

　昨年の12月13日に、こども園にてお餅つき会
が行われ、園児から議会につきたてのお餅をい
ただきました。
　突然の出来事に議員全員驚きと感動。本当に
ありがとうございました。お餅は当然１つ残ら
ず美味しく完食させていただきました。
　新年になり早くも２月に突入しましたが、これ
からも子ども達含め多くの皆さんがたくさんの
笑顔になれるよう、議会も一生懸命がんばります。

園児が議会にクリスマスプレゼント？

〜こども園のお餅つき会〜

▶

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委　
員　
長　

秋　

山　

三
津
男

　
　

副
委
員
長　

長　

浜　

謙
太
郎

　
　

委　
　

員　

竹　

中　

進　

一

　
　

委　
　

員　

伹　

野　

裕　

之

　
　
発 

行 

責 

任 

者

　
　

議　
　

長　

芳　

住　

革　

二

あ
と
が
き

あ
と
が
き

▽
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
、「
Ｊ
Ｒ
日

高
線
検
討
会
議
」
や
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線

沿
線
自
治
体
協
議
会
」
で
協
議
さ
れ

復
旧
工
事
費
が
１
０
０
億
円
を
超
え

る
こ
と
の
ほ
か
、
毎
年
の
維
持
費

13
億
４
千
万
円
を
沿
線
自
治
体
に
負

担
を
求
め
、
難
色
を
示
す
と
Ｊ
Ｒ
は

バ
ス
へ
の
転
換
方
針
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

▽
今
、
厚
賀
〜
大
狩
部
間
の
土
砂
流

出
対
策
の
み
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
巨
額
の
工
事
費
が
必
要
な
ら

抜
本
的
見
直
し
を
し
て
利
便
性
の
良

い
、
災
害
に
も
影
響
を
受
け
な
い
日

高
線
に
し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
今
号
の
あ
と
が
き
担
当

　
　
　
　
　 

竹
　
中
　
進
　
一

    『こころ』　 ～地域と子ども達と共に～


